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講 演

兵器 はなぜ容易 に広 まったのか
一 武器移転規制の難しさ一

東京大学大学院教授 小 野 塚 知 二

は じめに

今日、お話しするのは、武器移転史 という分野の研究についてです。最初に

まず申 し上げたいのは、わたし自身はいわゆる武器オタクではないということ

です。こういう研究をしているので、武器オタク、 またはミリタリーオタクと

か といった方々 と、必要があるのでお付き合いすることもありますが、彼 らと

わたしとの間にはものすごく大 きな違いがあり、武器その ものに関する知識

は、武器オタクの方々にはかなわないのです。

わた しのように武器移転史を研究している者 と武器オタクの間には、共通す

る部分 と違う部分があります。共通するのは、 どちらも武器を調べて、その武

器のことをいろいろ書いた り論じた りするというところはよ く似ています。よ

く似ているので、周 りの人間からは、小野塚は武器オタクだといわれたりする

のですが、 ミリタリーオタクとか武器オタクという人たちとわたしとの違いと

いうのは、 どういうことか というと、武器オタクとかミリオタといわれる人た

ちは、例外なく武器が好きなんです。武器が好 きというと危ない人みたいです

が、家にいっぱい武器をそろえていて、容赦な く武器を使 うとか、そういう意

味ではなく、武器を調べた り、武器の写真を見た り、そういうのが好きという

人々です。武器オタクと言われる人々には、外国には本当に武器そのものを集

めて しまっている人もいますが、日本では武器を所持するのは難 しいです。そ
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れに対 して、武器移転研究者は武器が好きとは必ずしも限らないのです。おそ

らく、あまり好きでない人のほうが多いような気がします。

それにもかかわらず、この分野の研究者があまり好きでないものに注目する

のはなぜかという話を、今 日はしてみたいと思います。

1な ぜ兵器 に注 目するのか

1.平 和研究が武器(通 常兵器)に 注 目することの意味

平和を考える上で、なぜ武器を知らないといけないのでしょうか。平和 とい

う題 目だけ唱えていても、平和は向こうから訪れてはくれません。では、平和

を達成するために、わたしたちが武器を知ることがなぜ重要なのか、まずはそ

の点を話 してみたいと思います。

平和は大切だというだけで したら簡単ですが、実際に、 これまでの世の中を

見てきた場合に、何が平和を損なってきたのか、 また、現にいま平和を損なっ

ている原因は何なのかを考えることが、平和研究の根本的な問いだろうと、わ

たしは個人的には考えています。

平和は二つのことによって損なわれています。一つは戦争です。国際法上の

戦争状態だけではなく、さまざまな種類の争いや戦闘が起きると、これは明ら

かに平和が損なわれています。そうい う争いが起 きるのには、原因がありま

す。たとえば、対立 とか、不寛容とか、無理解 といったことが、争いの原因と

なります。そして、相手を傷つけてもいいとか、相手を武器で脅しても構わな

いと考えるようになる。それが争い、戦争の起きる原因ですけれども、 もう一

つ、平和を損なっているのは何かというと、武器なのだ とわたしは考えていま

す。なお、この講演では武器と兵器 と二種類の言葉を使いますが、慣用的な使

い分け以上の相違はな く、意味はほぼ同じです。適宜置き換えて理解 して下さ

い。

平和を損なうもう一っの原因は武器です。武器 という手段があるから、争い

はとんでもないことになるわけです。では、武器 とは何でしょうか。武器を定

義 しようとすると結構難 しいことになります。普通は、人 ・動物や物を傷付け
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破壊することを主たる目的とする道具 と定義されます。

家族 と、あるいは知人 と話 していた ら口論になり、そのうち、台所にあった

包丁とかナイフで刺 してしまったという事件が新聞やテレビで報道されること

があ ります。この場合、包丁 とかナイフは、傷害事件や殺人事件の刑事手続き

では 「凶器」 という言葉で表現されますが、加害者が被害者を傷付けるという

目的に照 らして見 るなら、 これも武器です。まさに人を傷つけているわけで

す。 しかし、包丁 とか果物ナイフとい うのは本来的に、人を傷つけるために作

られたものではありません。そのために開発されたものではなく、料理するた

めに開発されているものですが、武器にもなります。 もっと言いますと、人間

自身が、鍛えて格闘技 とかを身に付ければ、その技が武器になることもありま

す。人間そのものが武器にもなるのです。だから武器 というのは定義するのが

すごく難 しいのです。

さて、武器の定義についてはここまでにしておいて、世の中に武器がなかっ

た ら戦争は起 きないのか というと、もちろん、対立や不寛容は存在 しますか

ら、なかなか簡単には戦争はな くならないでしょう。

しか し、た とえば双方から歌のうまい人間を10人ずつ選 りす ぐってきて、世

界中の審査員の前でもって、双方の国の代表10人 ずつで歌合戦をやって、どち

らが高い点を取ったかで決着すればいいのではないか というふうに、武器のな

い状態での争いのあ り方を想像 してみると、武器 という手段がわたしたちの世

界の争いのあ り方をすごく危険なものにしており、人間にとってきついものに

している、際どいものにしているということが分か ります。

つまり、武器がある場合 とない場合、それからある場合でも、武器が野放図

に何でも許 される場合 と特定の武器 しか使ってはいけない と制限がある場合 と

では、やっぱり平和の損なわれ方の程度には、大きな差があるといえるだろう

と思います。よって、何が平和を損なうのか ということを考えるときに、戦争

の原因を考えるだけではなく、戦争の手段である武器にも注目しな くてはいけ

ないと、わたしは考えてきたわけです。

では、原因 と手段があるのだか ら、 どちらかだけをな くせば、自動的に他方

もなくなるのかというと、そう簡単にはいかないだろうと思います。原因があ
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れば、当然相手を倒すために、より強い武器を人間は欲 しが ります。ですか

ら、原因があれば、やはり手段は生み出されるで しょう。 しかし、原因をな く

せばいいのか というとそうではなく、手段があると、それを使いた くなるので

す。端的に言えば、手段があると原因を作 りた くなるというところも、人間に

はあるだろうとわたしは思っています。そして、手段は人問個人だけでなく、

組織 とか国家とかの行動を決定する重要な要因でもあるのです。

わた したちは普通、目的と手段 という関係で、ものを考 えます。まず最初に

目的があって、その目的を達成するのに一番いい手段 を選ぶというふうに、 も

のを考え、また他人の行動 もこの目的=手 段関係の中で理解 しようとします。

こういうのを目的合理性 といいます。 しか し、現実のできごとや行動をよく見

てみると、必ずしも目的が先に明瞭にあって、それに適合的な手段が選ばれる

のではな くて、逆に手段が先にそこにあったから、それを使って何かをして し

まって、後知恵、後付けで もって、目的は何だったのか、動機は何だったのか

という話になることがすごく多いと思 うのです。

一例を挙げると
、ナイフで人を刺す という傷害事件 とか殺人事件が、世の中

に何件もあります。しかし、特定の誰かを刺すために、わざわざナイフを買っ

てきて、計画通 りに刺 してしまう事件に比べ ると、何か争い事 になったとき

に、たまたまその場にナイフや包丁があったから、かっとなって、それを使っ

て刺してしまった、という事件のほうがはるかに多いのです。駅の人込みで、

誰かにぶつかって口論になって、「何だ、このやろう」とか、最近は中学生や小

学生でもナイフを持っている子がいますけれども、ポケットの中にたまたまナ

イフを持っていたために、駅で誰か と争いになった際、ポケットか らナイフを

出してちらつかせているうちに、ついかっとなって刺 してしまった というふう

に、特定の誰かを刺す目的のために一番適合的なナイフを用意 して刺す という

行為 に及ぶ傷害事件 よりも、争い事が起きて しまったときに、ナイフがあった

ので刺してしまいましたという傷害事件のほうが圧倒的に多いのです。すなわ

ち、手段がなければ、その傷害殺人事件 は発生しなかったか、発生 していたと

しても、たとえば素手で 「この野郎」 と言って殴った程度であっただろうと思

われます。普通はナイフで刺すよりも素手で殴るほうが、相手の受ける被害が
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少なくて済みます し、ちょっと殴った りぶった りしたぐらいだ と、そもそも傷

害事件にならないかもしれない。それなら相手も許すことができるかもしれな

いけれ ど、包丁で刺されてしまったらなかなか許せないです。ですから、そこ

に手段があるかないか、どのような手段があるのかということは、わた したち

の行動や相手 との関係を大きく変えてしまうわけです。

アメリカ合衆国でいま問題になっている銃器規制にも同じことがいえます。

特定の誰かを撃つために、あるいは特定の誰かの襲撃か ら身を守るという具体

的な目的にしたがって銃器が入手 ・所持 されているのではなく、「自衛権」とい

う曖昧模糊 とした言葉で銃器の所持が正当化され、銃器があちこちにあるか

ら、悲惨な事故や犯罪が後 を絶たないのです。銃器がなければ、争いははるか

にマイル ドなものになるはずですし、犯罪も減るでしょう。

2.軍 事学の常識

このようなことは個人の話であって、組織 とか国家はもっと理性的かっ目的

合理的に動いているのではないかとみなさんは思 うかもしれませんが、必ずし

もそうではあ りません。平和研究の裏側には、軍事学 という学問分野がありま

す。軍隊が軍事行動を効率的に行 うために必要なことを研究する、そういう学

問分野です。日本では軍事研究をしているのは、防衛大学校や防衛省の防衛研

究所 というところです。さて、 この軍事学の常識でい うと、目的と手段の関係

は、まず国家には大 きな目的や利害 ・国益があって、国家のその目的にした

がって国家の戦略が選択 され、その国家戦略にしたがって軍事上の戦略が決定

され、その軍事戦略にしたがって一番有利な戦術が決定され、その戦術にした

がって用兵思想(兵 器をどう用いるか という考え方)が 生まれ、そこか ら兵器

の必要性が生 じ、ある特定の兵器が開発され生産されて、最も目的にかなう兵

器が軍隊に配備されるというふ うに、出発点に国家の目的があって、そこか ら

因果関係でもって最終的に兵器が生み出されると考えられています。そして、

想定 された状況が実際に発生すれば、予定された戦術 にしたがってその兵器が

使われると、軍事学では普通考えられています。

しかし、わたしは歴史家ですか ら、過去に起きた、これまでに発生 した事実
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というのを調べます。軍事学の研究者がそういっているから 「はい、そうです

か」 と鵜呑みにしないという、ひね くれた性格がわたしたち歴史家にはありま

す。そして、過去に本当にそういう事実があったのかどうなのか というように

考えてみると、実は、軍事学がいうように、最初に国家 目的があって、戦略が

あって、最終的に兵器が開発され、配備 され、実際に用 いられるということ

は、めったに起きたことがないのです。そんな事態が起 こるのは非常に稀なこ

とです。よく知られているのはピョー トル大帝が推進した18世紀ロシアの軍制

改革や、幕末から日露戦争期 までの日本の軍制改革のように、国家 目的や戦略

が抜本的に変更された ときだけです。 このピョートル大帝の軍制改革や幕末か

ら明治中期の日本の軍制改革には明確なお手本がありました。ピョー トル大帝

の場合は西欧諸国、殊にフランス、オランダやイギリスです。日本の場合 も、

全 く同じように欧米諸国をお手本 にして軍制改革を行いました。お手本がある

から、国家目的か ら始まって兵器にいたるこの因果関係でもって軍隊を作 るこ

とができたのです。

しかし、実際の観察結果から導き出されるのは、ほとんど場合、逆の順番に

な ります。まず兵器がある。あるいは、「こうい う兵器ができますよ」という新

兵器の可能性を技術者がそっと耳打ちして くれるわけです。「こんな兵器でき

たらすごいでしょう。争いのや り方が全然変わ りますよ。敵がす ぐに逃げてい

きます」といわれると、その新兵器が何 とな く欲 しくなりませんか。もちろん、

新兵器だから、実際に使い物になるかどうか、使ってみないとわかりませんか

ら、試作品 というのを作 らせてみて、試験 します。それで、試験 してみた結

果、使えそうだということになると、その新兵器に合わせて、逆に用兵思想が

作 られ、戦術が編み出され、戦略が立てられ、そして、それに合わせて国家の

戦略や目的や国益が決まって くるというプロセスが圧倒的に多いとわた しは

思っています。

では、観察結果 とは逆の軍事学の常識がなぜ まか り通っているのか という

と、 これは僕の考えですが、簡単にいうと、 このように論ずる方が、兵器の開

発や調達を正当化するために便利だからです。国家にはこういう目的がある。

日本国はこのようにして生き残らなければならないという、そういう目的を最
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初 に語 って 、 そ こか ら戦 略 、戦 術 、用 兵 思 想 とい う順 番 に 話 を す れ ば、 した

が っ て 「この 兵器 が必 要 な ので す。 高 い け ど買 って くだ さい 」 と議 会 に お願 い

して 、 予 算 を通 して も ら う。 「この兵 器 も必 要 な ので す。 これ も買 って くだ さ

い 」「この 兵 器 は古 くな っ た か ら、 更 新 しな けれ ば な りませ ん 」とい うふ うに し

て 、 兵器 の 開発 や調 達 を正 当化 す る た め に は、 この 理 屈 が 便利 な の で す。 実 を

い う と、 これ と同型 の理 論 を、 た とえ ば経 済 学 系 の 学 生 さん で した ら経 営 学 、

特 に経 営 戦 略 論 み た い な と こ ろで 、 たぶ ん 聞 い た こ とが あ るだ ろ う と思 い ま

す 。戦 略 が組 織 を作 る とか 、 戦 略 が 生 産 シス テム を決 め る とか とい っ た た ぐい

の話 で す 。 そ れ で 、経 営戦 略 論 が 同 じ よ う な議 論 を した が るの は、 これ は経 営

者 の役 割 を過 大 に評 価 して い るか らで す 。 わ た しはそ うい う経 営戦 略 論 も軍 事

学 も、一 つ の議 論 のや り方 と して は あ る と思 い ます けれ ど も、歴 史 家 と して過

去 の 事実 を調 べ て み る と、 そ ん なふ う に物 事 が 決 まっ た こ とは 、 そ れ ほ ど多 く

な い とい う こ とが わ か りま す。

た とえ ば 、経 営 学 や 生 産 シ ス テ ム論 な どで 、 フ ォー ド ・シ ス テ ムや トヨタ ・

シ ス テ ム の議 論 を す る とき に、 ヘ ン リー ・フ ォー ド2世 とか豊 田喜 一 郎 とか 、

あ るい は大 野 耐 一 とい うす ご く有 名 な企 業 家 の 頭 の 中 か ら、 そ うい うシ ス テ ム

が 出 て きた の だ とい う議 論 が あ ります が 、 実 際 に フ ォー ド・シス テ ム や トヨ タ ・

シ ス テ ム が で き た過 程 とい うの を調 べ て み る と、 始 め か ら きち ん とは考 え られ

て い な い の で す。 実 際 の 出発 点 は、 個 々 の 要 素 技 術 、 つ ま り手段 な ので す。 ヘ

ン リー ・フォ ー ドだ っ た らコ ンペ ア シス テ ム、 定 速 で 物 が流 れ て い く とい うあ

の シ ス テ ム、 あ あ い う要 素 技 術 が あ って 、 そ こか らい ろい ろな こ とを だ んだ ん

考 え 、改 良 して い く うち に、 最 終 的 に フ ォー ド ・シ ス テ ム とい う自動 車 の大 量

生産 の壮 大 な仕 組 みが で き た ので す 。 始 めか ら全 体像 が構 想 され て い た わ けで

は あ り ませ ん。 だ か ら、 具 体 的 に物 事 を考 え る ときに は、 む しろ兵 器 や 手 段 が

先 に あ っ て、 それ に合 わせ て人 間 は使 い道 を考 え るの だ とい うふ うに と らえ る

方 が い い の で す。

3核 兵器の実用化がアメリカの戦後戦略をもたらした

具体的な例を挙げますと、核兵器があります。核兵器とアメリカの戦後戦略
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の話です。 これまで歴史上、核兵器が実戦で使われたことがあるのは、皆さん

ご存 じのように、日本の広島 と長崎に落 とされたあの原子爆弾だけです。その

前に核兵器の実験 というのは、アメリカは1945年 の7月 、実戦で使 う一月ほど

前に、ニューメキシコで核爆発の実験をやっています。では、あの核兵器の開

発はいつごろ始まったか というと、大体1941年 ぐらいに始まっています。要す

るに、日本 との戦争が始 まるころに、核兵器の開発が本格的にアメリカで始ま

ります。では、その核兵器開発 というのは、何か目的があってやっているのか

というと、そうではあ りません。少なくとも、日本に対して使用することは、

当初は全然考えていません。 もともとは、 ドイツが先に原爆を開発 してしまっ

たら大変だ という議論があり、 ドイツが開発できそうだったら、アメリカだっ

て総力を挙 げれば開発できるのではないか、 という背景があ り、核兵器の開発

が始まり、1945年 に最初の原爆が完成 したのです。そして、最初の核実験の結

果、その破壊力が実証されました。1945年 の最初の核実験の際の記録フィルム

があ りますので、大学の図書館などで見て ください。

記録 フィルムで見ただけで もすごい威力です。最初の核実験で示された原爆

の破壊力は当時のアメリカの軍人たちをうっとりさせるほどすばらしく、また

すさまじいものでした。当然のことながら、軍人たちは、これを実戦で使った

ら相手を職滅で きると思ったのです。ただ、その巨大な効果を目の当た りにし

た7月 には、すでに ドイツとの戦争は終わっていました。アメリカ と戦ってい

るのは日本だけです。日本ももう青息吐息で、早晩降伏することはわかってい

るわけですが、逆にそうなると、日本が降伏 してしまう前に、一回でもいいか

ら実戦で使ってみたい、その効果を実戦でちゃんと確かめてみたいと思うよう

になります。

この核兵器の開発にはアメリカの国家予算が投入されているわけです。アメ

リカは民主主義の国ですから、国が金を使おうとすると、どんなに秘密兵器の

開発であっても、やっぱ り議会を通さなければなりません。その後 も、 これだ

けお金使っておいて、その兵器はどうなりましたか と議会で問われたら、説明

しなければならない。そうすると、何億 ドルつぎ込んで核兵器は作 りました

が、あまり使い物にならないので捨てました というような説明はしにくいです
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よね。「お金かけて、役に立つものができて、使ってみたら、役に立ちました」

というほうが、議会に対 しては、はるかに話が通 りやすいでしょう。そうなる

と、国家予算を使っているので、やはり実戦で使用 してみたいということでア

メリカは日本への原爆投下を決定 しました。ここまではアメリカの国内事情の

話です。

実際に広島と長崎に原爆を投下 した直後でも、10万 人以上の人間が亡 くなっ

ています。そのように、いったん実戦で使って絶大な効果があるということが

実証されてしまうと、そこから先は、まさに核兵器 という手段ができることに

よって、核戦術ができ、核戦略ができ、そういうものを背景にして、アメリカ

の外交上の戦後戦略みたいなものが構成 されてい くわけです。つまり、始めか

ら計画的に、アメリカが戦後戦略なるものを作ったというよりも、核兵器が実

用化されたことによって、アメ リカの戦略は、むしろそれに規定されて決まっ

ているという面のほうが、はるかに大きいのです。 こういうふ うに考えるほう

が リアルです。

アメリカがそういうものを作ると、ソ連 も対抗 して同じようなものを何年か

遅れて開発 しました。イギ リスは実をいうとアメリカと共同で核兵器開発しま

したから、核の技術はわ りと早 くから知ってはいたのですが、ソ連 とフランス

も若干遅れて独自に核兵器を開発 し、それか ら更にだいぶ遅れて中国も独 自に

核兵器を開発 しました。これら五力国が国連の常任理事国でもあ ります。この

ように、核兵器国が世界を支配 してきたのです。

戦略や国際関係に不可逆的な影響を与えた軍事的な変化というのは、核兵器

のほかにもあ ります。たとえば、ざっくばらんに挙げてい くと、魚雷という兵

器が19世紀の末ぐらいに世界に登場 します。これは世界を変えた兵器であると

わたしは思っていますが、核兵器 と同じぐらいの効果があ りました。次に出す

本では、魚雷 という新兵器が、 どれほど世界を変えたのか という話を書 こうと

思っています。それか ら潜水艦、戦車、飛行機、ジェットエンジン、弾道 ミサ

イル、原子力潜水艦 とか原子力空母 といった、ものすごく重要な役割を果たし

た兵器 というものがあります。ですが、これは、いずれも国家目的や戦略の具

体的な要請にしたがって出現 したのではありません。こういう兵器が どうやっ
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て出現 したか といいます と、技術者がまず計画 し、軍人 と相談しながら、試 し

に作ってみたら、使えそうだ ということで使 うようになったのです。それにし

たがって、世の中の軍事の在 り方や、世界の国際関係の在 り方が変わったわけ

です。

手段が目的を作ってしまった り、 目的ができると、それにしたがって世の中

が変わって しまった りするわけですか ら、わた したちは平和が尊いと考えるの

であれば、武器は手段に過 ぎませんが、平和を損なう要因の一つ としての武

器、戦争や争い事の手段 としての武器か ら目をそらしてはいけないのです。わ

た しは武器は好きではあ りませんし、はっきりいって、本物の兵器を身近で見

るのはすごく気分が重 くなることですけれ ども、武器がどういうふうに作 られ

て、 どうやって世界 に広 まってい くのか。そして、いつの間にか誰 もが武器を

持つようになり、争いに武器が使われるようになっているのかということか ら

目をそらしてはいけないと、わたしは考えているわけです。

4.兵 器に注 目するもう一つの理由

しか し、 もう一っ、兵器に注目しなければいけないと考える理由があ りま

す。それは、いまの日本のわたしたちにとっては、兵器とはすご く縁遠いもの

だか らです。皆さんの中で、実際の兵器 を手に取った ことがある人は、たぶ

ん、ほとんどいない と思います。包丁 とかナイフは、本来的には兵器ではな

く、調理器具ですから別です。ですが、人を傷つけた り殺 したりすることを目

的に開発されたものを手に取って使ったことがある人は、日本ではあまりいな

いでしょう。世の中にはいろんな種類の兵器があります。そういう兵器の大半

は、わたしたちにとってはなじみのないものです。何 とな く何かどこか遠い世

界のもののようにわたしたちは考えがちです。だから、兵器には、あるいは、

その武器に規定 される軍事の在 り方には不透明性があ り、わたしたちから見る

とよく分からない部分がっきまとうのです。「こういう兵器が必要なんです」と

言われても、本当に必要なのか、それ とも本当は必要ではないのだけど、単に

軍隊が欲しいから必要だと言っているだけなのか、判断しようにもわからない

部分がた くさん残ってしまう。武器にはやはりそういう不透明性があります。
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そ して、 不 透 明 性 が あ るか ら、 民 主 主 義 の 国 で あ っ て も、 武 器 の開 発 ・生 産 ・

取 引や そ の予 算 に は民 主 的 な統 制 が 及 び に くい わ けで す。

そ れ で は、 武 器 に は なぜ こう い う縁 遠 さが あ るの か とい う と、 や は り武 器 は

ほか の も の と比 べ る と、 特 異 な性 格 が あ るの で はな い か とわ た しは考 え て い ま

す。 確 か に武 器 も物 で す 。 人 間 の 作 った 物 で す の で 、贈 与 した り、 お金 と交 換

で売 買 した りす る こ とが で き ます 。 そ う した贈 与 や 売 買 とい う行 為 を通 じて 、

武 器 は実 際 に世 界 に広 が って い くわ けで す 。 しか し、 そ の武 器 の売 買 とパ ンの

売 買 とを比 べ た場 合 に、 同様 に もの の 売 買 な の だ か ら同 じ こ とだ ろ うか とい う

と、や は り、 ず いぶ ん違 うよ うな気 が します 。 パ ンで した ら、 パ ン を買 う人 、

パ ン を欲 しが る人 が 何 で パ ン を欲 しい の か 、 わ た した ち は想 像 で きま す。 多 く

の場 合 、 パ ン を欲 しが る人 は、 食 欲 を満 た す た め に パ ンを食 べ た い わ けで す 。

そ れ か ら、 中 に はパ ン を欲 しが る人 で 、 も っ と別 の 目的 もあ りま す。 分 か りま

すか 。 誰 か に あ げた い とい うの も あ る。 そ れ か ら も う一 つ。 た とえ ば、 あ なた

が サ ン ドイ ッチ屋 を経 営 して いた と した ら、 パ ンを使 っ て サ ン ドイ ッチ を売 る

た め に、 パ ンが 欲 しいで し ょ う。 パ ン を原 料 に して 、更 に何 か を作 りた い人 は

パ ン を欲 しが ります 。 時 々 、 少 し変 わ った 使 い 方 を す る人 が い ます 。 食 パ ンの

真 ん 中 の と ころ だ け取 っ て、 こね て 、 油 絵 の 下 絵 を 描 くと きに使 う木 炭 で 描 い

た線 を 消 す の に、 パ ン を こね た の を使 い ます 。

それ に対 して 、 武 器 は そん な に分 か りや す くな い の で す。 武 器 に は さ ま ざ ま

な 種 類 が あ り ま す。 こ こ に た ま た ま 防 護 巡 洋 艦 と 山 砲 、 そ し てAPC

(ArmouredPersonnelCarrier)は 、 日本 語 で は装 甲 兵 員輸 送 車 とい う訳 語

が 当 て は め られ て い る と思 い ます が 、 防 護 巡 洋艦 とか 山砲 とか装 甲兵 員 輸 送 車

と言 わ れ て も、 多 分 この 中 で そ の 三 つ に つ い て 簡 単 に適 切 な説 明 を で き る人

は 、 あ ま りい な い だ ろ う と思 い ま す。

武 器 とい うの は、 ほか の さ ま ざ まな 物 、 商 品 と比 べ る と変 わ っ た性 格 、 つ ま

り身近 な物 で は な い とい う特 性 を持 って い るの で 、 わ た した ち は それ が どん な

もの か 、何 に つ か うの か 、誰 が それ を ほ しが るの か 、 よ く分 か りませ ん。 そ の

た め不 透 明 性 が 発 生 しま すが 、 そ の不 透 明 な物 に対 して 、 そ れ を買 い たが る人

とか、 そ れ を売 りた が る人 が い る わ けで す 。 この よ うに 広 まっ て い く武 器 とい
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うの は 、 明 らか に わ た した ちの 民 主 的 な 統 制 を越 え た と ころで 動 いて い き ます

か ら、 平 和 を よ り困難 に しま す。 あ る い は、 争 い の在 り方 を よ り統 御 しに くい

もの に して い くわ け で す。 オ タ ク とい うの は、兵 器 そ の もの に興 味 を示 します

が 、 その 兵 器 が ど うや っ て製 造 され て い るか 、 取 り引 き され て い る か、 その 兵

器 の 取 り引 きが社 会 や政 治 や 経 済 に ど うい う意 味 を 持 っ て い るのか とい う こ と

に は、 あ ま り関 心 を持 ち ませ ん。 しか し、 実 際 には 、 や っ ぱ り経 済 とか 政 治 の

問 題 と絡 ま って 、兵 器 は広 ま って い き、 売 られ 、 買 わ れ て い くわ け で す。 そ う

して 、 い っ た ん あ ち こち に散 らば った 兵 器 は、 手 段 と して 人 間 の行 動 を む しろ

逆 に規 定 す るわ け で す 。 あ るか ら使 い た くな る。 あ る い は、 高 い 金 を 出 して

買 った の だ か ら、兵 器 とい う もの は使 わ な けれ ば無駄 遣 い に な っ て しま うわ け

で す。 だ か ら、 兵 器 が ど うや っ て作 られ て 、 ど うや って 売 買 され て き た のか を

知 らな い と、 や は り平 和 は達 成 で きな い とい うこ とにな るだ ろ う と、 わ た しは

考 え る わ けで す 。

5.通 常兵器に注目する理由

端的に言います と、通常兵器に注目する理由の一つは平和を損なうのは核兵

器だけではないということです。 ご存 じのように、た とえばアフリカや中南米

とか、世界の幾つかの地域では、通常兵器をもつ少年兵の写真をみなさんも見

たことがあると思います。10歳 くらいの子供が、男の子だけではな くて女の子

もアソール ト・ライフルやロケット弾を持っているのです。10歳 くらいの子供

たちまでが武器を持っているような国や地域は世界にた くさんあ ります。しか

し、子供たちが武器を持って しまうと、学校教育 も受けられない し、武器を使

う以外のスキルは全然身に付かないのです。そういう国では産業も発達しない

し、経済 も不安定です し、平和も達成できないのです。 もちろん核兵器は平和

を妨げている要因であるとわたしも思います。それと同じ程度以上に、通常兵

器 も大問題になっているのです。

それからもう一っ、核兵器 と通常兵器というふうに、わた したちは平和研究

でも軍事研究でも分けて考えます。しかし実は、その敷居はそんなに高 くない

のです。その敷居が高いかのように議論するのは、簡単にいうと、国連常任理
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事国の議論なのです。核兵器をそれ以外の国に渡 したくない、核拡散を防止し

たいと思っている側の議論です。たとえぼ、アメリカから見ると、 ドイッや日

本は同盟国ですが、 ドイツや日本が核兵器を持つことをアメリカが望んでいる

か というと、絶対望んでいません。核兵器はやは り自分の手の中だけに限定し

ておきたいのです。 ドイツや日本や韓国が核兵器をほしいといって、核の独自

開発を始めた ら、アメリカは妨害するでしょう。そういう国か らすると、核兵

器 と通常兵器の間にはものすごく大きな敷居があ りますという議論をしておい

たほうがいいわけです。 しか し実際にはそんなに大きな敷居はないとわた しは

考えています。なぜなら、戦争 というのは ともか く相手を叩 くことですか ら、

核であれ通常兵器であれ、使えるものがあれぼほしくなるのは当然です。です

から、そこに人為的、人工的に敷居を設けない限 り、実際に核兵器 というもの

が利用可能で、その製法も分かっていて、そして、今はもう単純な核兵器であ

れば、そんなに大 した生産設備がな くても、純度の高いプル トニウムとかウラ

ニウムさえ手に入れば製造可能ですから、核兵器をほしがる国や勢力は後を絶

たないのです。

現にアメリカ、ロシア、イギリス、フランス、中国以外に核兵器保有国は、

まだた くさんあります。それからかつて保有していたけれども、核拡散防止条

約(NPT)に 入って、核兵器を手放した南アフリカもありますけれども、現在、

核兵器開発中である国もたくさんあります。た とえば、わたしたちがよく知っ

ているのは北朝鮮 とかイランとか というふうに、核兵器をどうもまだやっぱり

開発 しているらしいという国 もあるのです。なぜか といえば、通常兵器 と核兵

器の敷居って、実際、軍事をやっている人の目からすれば、そんなに高 くない

のです。そのため、戦争の手段 となるあらゆる兵器を、核兵器だけでなく通常

兵器 も含めて、できる限りコン トロールすることが重要にな ります。麻薬でい

うなら、モルヒネ(阿 片)や コカインだけでなく、入 り口の大麻 もきっちりと

取 り締 まらな くてはならないというの と同じことです。
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ll「 武器移転」 とは何か

1.「 武器移転(armstransfer)」 という概念

次に、武器移転 という話です。武器移転 というのは何か というと、非常に簡

単にいうと、武力 とか軍備が国際移転す る。武器がA国 からB国 に移ってい

く。 この場合、A国 か らB国 に移るというのは、A国 の軍隊が武器を持ってB

国に進駐 した とい うのは、武器移転 とはいいません。これは軍事行動です。つ

まり、A国 が武器をB国 に輸出するとか、貸 し与えることを武器移転 といいま

す。武器が国境を越えて動 くことです。一番大きいのは、武器貿易 とか武器供

与 とかの越境移動です。そこで動 く、移転す るのは、機関銃、大砲、防護巡洋

艦など個々の兵器だけではな く、兵器体系です。システムとしての武力や軍備

でないと、実際の戦いでは役に立ちませんので、そういうものが国境を越えて

移転 していくことを武器移転とよびます。そうすると、これまで最新の武器体

系、武器システム、軍事のシステムを持ってなかった国や地域は、外国から導

入することによって、それを手にすることになります。

たとえば、幕末までの江戸時代の日本にあった兵器 というのは、弓とか槍 と

か刀 とか という日本の伝統的な兵器 と、それから火縄銃 とい う古い火器でし

た。 どこの藩 もそういう兵器で軍備 を整えていました。だけど、そういう軍事

力でできる争いというのは限 りがあって、その限界がはっきり分かったのが、

たとえば、薩摩の侍が生麦事件 を起 こして、それに対 してイギ リス軍が怒って

薩摩の町に軍艦で攻撃を加えた薩英戦争(1863年)と か、長州藩がヨーロッパ

の軍隊と戦った下関砲撃事件(1864年)で す。 このような戦闘をしてみると、

日本の伝統的な武器では、全 くどうにもならないということが分か ります。そ

れで、薩摩や長州の侍たちは、ヨーロッパ式の軍事システムを大慌てで輸入す

るということを始めます。そして、輸入して初めて日本はヨーロッパ と戦え

る、あるいは周 りの国々を侵略できる軍事力を身に付けることができるように

なったわけです。

だから、武器移転がなかったなら、日本がそうした軍事システムをまった く

独力で開発するのには、ものすごい時間がかかったはずです。 しかし、外国か
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ら現物 と技術を導入することで日本は数年でそれな りの軍事力を手に入れま

す。 日本の洋式軍隊への転換が始まるのは1860年 頃、幕府が滅びる8年 ほど前

です。大体その頃に薩摩でも長州でも、それから幕府でも、そういう軍制改革

が始まっていきます。そして、わずか十数年後 には江華島事件で隣国にちょっ

かいを出すようになり、35年 後には清国を、45年後 にロシアを破 るほどの軍事

力を外国か らの武器移転で獲得 します。西洋式軍隊への転換を始めてから50年

経って1910年 には日本は世界で8つ の軍事大国の一つに、海軍力では世界で4

番 目の力を持つ国にまでなっています。その50年 間で、日本は兵器の国産化を

ある程度は進めますけれ ども、ほとん どは輸入で軍事力を整備 しましたし、国

産化のための技術 も外国か ら導入 しました。こうした技術導入も武器移転に含

まれます。武器移転には、わずか数十年で軍事大国を作 るほどの大きな力があ

るのです。

従来の研究では、武器移転 というのは、た とえば日本の話をしたように、非

常に弱 くまた古い軍事力 しか持っていなかった小国が、武器生産 ・武器開発の

大国か ら、当時でいえば、まずはイギリス とかフランス とかという軍事大国か

ら兵器を輸入 して、それで軍事力を整える、そういう大国から小国への移転 と

いうのが武器移転なのだ と考えられてきました。こういうふうにして、小国の

軍備を考察するのに武器移転 という概念が用いられたし、もともと「武器移転」

という概念は、第二次大戦後に、独立 したばか りの小国や政情不安定な地域に

軍備が無際限に移転すると、平和を維持するのが難 しくなるから小国向けの武

器移転は統制 しなくてはならないという軍備管理の問題 として、国際政治学の

関心から編み出された考え方なのです。

2.武 器移転をともなわない軍備はない

しか し、最近分かってきたのは、大国か ら小国へ武器が流れ、それが小国の

軍備や平和や国際関係を考える上で、すごく重要だ ということだけでな くて、

軍事大国に とっても武器移転 はすごく重要だということです。軍事大国の軍

備、現在のアメリカとか、かつてのイギリス とかフランスといった大国の軍備

を考える上でも、武器移転はすごく重要だ ということが分かってきたのです。
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武器移転 というのは、小国だけに特有の現象ではなくて、大国にとっても非常

に重要なことなのです。

武器移転 というのは、軍備 を考える上で決 して例外的な、小国だけに見 られ

る現象ではな く、武器移転を伴 わない軍備はまずないといって もいい くらい

に、軍備 というのは、大国も小国も武器移転によって成 り立っているのです。

アメリカのような軍事大国は、必要な兵器は全部国産できていると思いがちで

すが、そんなことはあ りません。100年 前のイギリスは、世界最高の軍事大国

ですが、イギリスは全部の兵器を国産できて、それでも余って しまう分を日本

や、チリとかブラジルとか中国 とかスペインとか、世界のいろいろな国に売っ

ていたと思いがちですが、そうではないのです。当時のイギリスは、やっぱり

武器を外国から導入 しています。現在のアメリカも、外国製の技術や外国製の

武器がなければ、軍事は成 り立ちません。それ くらいに大国にとっても、武器

移転は不可欠なのです。

具体的な兵器の種類でいうと、20世 紀初頭までのイギリスでは、魚雷も潜水

艦も機関銃も当時の新型の火薬 もイギリスで開発されたものではありません。

魚雷はオース トリア=ハ ンガリー帝国の辺境フィウメ(現 在はクロアチア共和

国の リエカ市)と いう都市の企業から導入 しました。潜水艦はアメリカか ら、

機関銃や新型の無煙火薬はフランスや ドイツの技術導入です。それか ら、光学

兵器、た とえば潜望鏡 とか測距儀 とかに不可欠な光学ガラスもほとんどドイッ

か らの輸入で した。少な くとも技術的には輸入で、イギリスで開発されたもの

ではありません。 しか し、この魚雷も潜水艦 も機関銃も火薬も光学兵器もなけ

れば、イギ リス軍 はほとんど何の役 にも立たない軍隊だったでしょう。つま

り、イギリスが世界最強の軍事力を維持するためには、これだけ多 くのものを

外国から入れなければ成 り立たなかったのです。アメリカはどうでしょうか。

20世紀中葉以降のアメリカは世界最大、最強の軍事大国です。

アメリカについては、航空機エンジンの話を、この本(横 井勝彦 ・小野塚知

二編著 『軍拡 と武器移転の世界史 一 兵器はなぜ容易に広まったのか 一 』日

本経済評論社、2012年)の 中で書いたことがあります。この会場に第二次大戦

中の戦闘機が好きな方がいたら、第二次大戦中にアメリカ陸軍航空隊が使った
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一 番 性 能 の い い戦 闘 機 は何 か と問 え ば
、 お そ ら くP51マ ス タ ン グ と答 え るで

し ょ う。 この飛 行 機 は開 発 され た 当初 は ア メ リカ 製 の エ ンジ ンを積 ん で い ま し

た 。 と ころ が性 能 が 悪 くて、 は っ き りい って 使 い 物 にな らな か っ た の で す。 こ

の飛 行 機 は も と も とア メ リカが 使 うた めで はな くて 、 ドイ ツ と闘 っ て い る イ ギ

リス に輸 出 す るた め に作 っ た飛 行 機 な ので す 。 とこ ろが イ ギ リス空 軍 が これで

は使 い物 に な らな い と判 断 して、 ア メ リカ 製 の 飛 行 機 にイ ギ リス製 の エ ン ジ ン

を積 ん で み た の で す。 み な さ ん ご存 じだ と思 うけれ ど も、 ロ ー ル ズ ロ イ ス とい

うの は航 空 機 エ ン ジ ン の会 社 と して、 今 で も世 界 一 流 の 会社 で す 。 そ の ロ ー ル

ズ ロ イ ス製 の エ ン ジ ン を積 ん で み た とこ ろ、 劇 的 に性 能 が 向 上 し ま した。 全 く

別 人 の よ うに 、 見違 え るよ うに変 わ っ た わ けで す 。 その くらい に エ ンジ ン とい

うの は 、飛 行機 に とっ て は大 事 な ので す。 そ して 、 それ を見 て い た ア メ リカ人

が な るほ ど、 イ ギ リス の この エ ン ジ ン を使 って 、 マ ス タ ン グ をア メ リカ で大 量

生産 して ア メ リカ の軍 隊 で も配 備 すれ ば、 ア メ リカの 空 軍 力 は飛躍 的 に高 ま る

と考 え た の で す 。 そ れ で 、 マ ス タ ン グ は ア メ リカで も使 わ れ る よ うに な りま し

た 。 イ ギ リス に輸 出 す るた め に作 っ た兵 器 を イ ギ リスへ 持 って い っ て 、 イ ギ リ

ス 製 の エ ンジ ンに積 み替 え た ら、 別 人 の よ うに良 くな った もの だ か ら、 ア メ リ

カ は欲 し くな っ た 。 だ け ど、 そ の エ ン ジ ン の技 術 とい うの は、 イ ギ リス か ら

持 っ て きた 技術 で す 。

そ の あ と、 ア メ リカ は 第二 次 大 戦 中 か らジ ェ ッ ト機 の 開 発 を始 め ます 。 しか

し、 その ジ ェ ッ ト機 に使 っ た ジ ェ ッ トエ ン ジ ン は どこか ら来 た か とい う と、 ア

メ リカ で 開 発 され た もの で は あ りませ ん。 イ ギ リスで 開 発 され た もの で す 。 ア

メ リカ の初 期 の ジ ェ ッ ト機 とい うの は 、全 部 イ ギ リス製 の ジ ェ ッ トエ ンジ ンを

使 っ て い るの で す 。 そ れ か ら、 ジ ェ ッ ト機 は羽 が 後 ろ に そ った 翼 の 飛 行機 が 多

い の で す が 、 あ の後 退 翼 の 技術 は ど こで 開発 さ れ たか とい う と、 これ は ドイ ッ

で 開 発 され た もの で す 。 ドイ ッ で 開発 さ れ試 験 され た後 退 翼 の 技 術 を、戦 後 、

アメ リカ だ けで はな くイ ギ リス も ソ連 も全 部 ドイ ツか ら持 って くるわ けで す 。

戦 後 の 弾 道 ミサ イ ル の 技 術 も元 は 、第 二次 大 戦 中 ま で の ドイ ツで 開 発 され た も

の で す 。

も っ と後 の アメ リカ で も外 国 か らの 武器 移 転 は重 要 で す。 高 精 度 の ジ ャイ ロ
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研削の技術は日本がアメ リカに供与しました。高精度のジャイロが何に必要な

のかというと、弾道 ミサイルを制御するためにジャイロというコマを回します

が、 このコマはなるべ く精度高 く削らないといけないのです。その精度を高 く

すればするほど、弾道 ミサイルの命中精度が高 くなるのです。1万 キロ(ア メ

リカ ・ソ連間の距離)飛 ぼして半径1キ ロの円の中に2発 に1発 が落ちるくら

いの確率だったのが、1万 キロ飛んで半径200メ ー トル ぐらいの中に命中する

くらいの精度まで技術を高めました。それ くらいの精度にするためには、ジャ

イロの精度を高めないといけない。ジャイロの精度を高めるために、アメリカ

は何の技術を使ったか というと、日本のビデオレコーダーのヘッドの部分の研

削技術 というのを使います。実をいうと、日本の民生用技術のほうが、はるか

に精度が高かったのです。今はブルーレイやDVDが あ り、もうビデオレコー

ダーというのはありませんが、昔はビデオテープというのがあって、それを円

筒形の、ちょうどコマのような形をしたヘッドで読み取っていました。その部

分の精度が高 くないと、テレビの画面の絵が揺れた り絵がゆがんだ りしていま

した。精度を高 く研削する技術 というのは、日本の家電メーカーとそこに工作

機械を納入した中小企業が開発 したのです。その技術をアメリカは導入 したわ

けです。

あるいは、アメリカがステルス機(探 知されにくい飛行機)を 作るときに、

金属ではない材料を使 うようになります。非金属の複合材料はステルス機だけ

ではなくて、今は日本の空でも飛んでいますが、ボーイング787と いう最新鋭

の旅客機 も非金属複合材料で作 られています。その結果、従来の飛行機よりも

はるかに乗 り心地が良 くなっています。乗 り心地が良 くなるというのは、一つ

は高空に上昇しても機内の気圧を地上の一気圧に近い水準に維持できるのと、

もう一つは、これが従来 と決定的に違 うのですが、飛行機に長い間乗 ると、肌

がかさかさになった り、のどが痛 くなった りします。飛行機の中では湿度がも

のすごく低いのです。湿度を高 くすると、上空で水蒸気が金属の細かな隙間に

入って結露 して金属 を腐食 させたり、また氷結 して亀裂の原因になったりしま

す。 ところが、787と いう飛行機は、主要材料が金属ではないため、湿度を高

めることができます。これは旅客機の話ですが、ステルス機の場合でも、日本
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のそういう民生用技術 というのをアメリカはフルに使って、最新鋭の軍用機を

作っているわけです。このように、アメリカのような軍事大国だって、外国か

ら技術を入れなかったら、世界最強の軍事力、あるいは世界最強の兵器 という

のは維持できないのです。

それか らもう一つ大事なことですが、国内の兵器の開発生産体制を維持する

ためには、輸出に頼 らざるをえない ということもあ ります。たとえば、第一次

大戦後の ドイツは、武器を外国に輸出することで武器の開発生産体制を維持 し

ていました。第一次大戦後のドイツは、ご存じのようにペルサイユ条約で事実

上軍備を持っことが禁止されます。それか ら、兵器の輸出も禁止されていまし

た。にもかかわらず、第一次大戦後のドイツは、兵器を密輸出しています。密

輸出するといっても、 ドイツから直に輸出すると目立つので、お隣のスイスと

かスウェーデンという国に トンネル会社を作って、そのトンネル会社の更に子

会社を作って、その会社の更に取 り引き先みたいなのを作って、そこから輸出

するというふうに、何段階にも偽装を施 して兵器を大量に輸出 しています。ま

た航空機や戦車の開発はソ連領内の奥深 くに秘密の試験場をソ連 と共同で設置

して、そこで行っていました。そうすることにより第一次大戦後の ドイツは、

軍備を禁止されているのに、兵器の開発生産能力は維持できたわけです。すな

わち、武器移転 というのは、大国の軍備を考える上でも非常に大切なことなの

です。

3.平 和研究にとっての武器移転

平和を損なう要因として、もちろん争いも大きな原因で、争いを効果的にコ

ントロールすることは大事です。 しかし、それだけではなくて、争いの手段、

戦争の手段 としての兵器がある、兵器があちこちにばらまかれてい く、そのこ

とも、平和を損なう要因 として重要だということを申し上げました。では、そ

の兵器、戦争の手段 は、どのようにして世界のあちこちに広まってい くので

しょうか。あるいは、軍事大国はどうやって世界最強の軍備を維持 し続けてい

るのか。そういうことを考える上で、武器移転に注目するのがすごく重要だ と

いうことが分かっていただけると思います。武器移転を見ずに武器は分か らな



84

いし、武器が分からなかった ら、平和 を損なう理由は分か らないです。だか

ら、武器移転の研究は重要なのです。

一国に閉じた現象 として軍備 とか軍事をとらえるのは現実的ではありません

し、今申し上げたような理由で、理論的にも正 しくないとわた しは考えていま

す。更に、兵器の国産化 というのは、いろんな国がこれまで経験 してきたこと

です。日本も幕末か ら明治の 日露戦争 ぐらいまでは、基本的に兵器の輸入国

で、兵器を輸入 して日清戦争や日露戦争を戦 う武器を日本は入手しました。そ

して、日露戦争後、 日本はだんだん兵器を国産化できるようになります。どん

な兵器でも大体作れるようになる。そのため、第一次大戦中には、日本は逆に

同盟国であった当時のフランスやイギリスに対して兵器の供給をしています。

日本 は、フランスに駆逐艦を何十隻も売 りました。そして、 この国産化も、実

をいうと日本は閉じた中でできたことではな く、外国か ら兵器 を輸入 しなが

ら、それ と同じようなものを作 る、その改造型を作るとか、あるいは外国から

技術を入れるとい うことを通じて、兵器の国産化を達成しました。つまり、兵

器の国産化 という現象も、武器移転の中で発生 していることなのです。

戦争自体が国際関係の中で発生するできごとですが、その手段である軍備や

武器 というのも、国際関係の中で形成 され、国際関係の中で供給され、そして

大国の軍備でさえ国際関係の中で、つまり武器移転関係の中で維持されてきた

のだということを理解 していただきたいのです。

皿 兵器はなぜ容易に広まるのか

i.兵 器への道徳的な問い

最後に、武器は何で容易に広まるのか ということを考えてみましょう。兵器

というのは、少し特異な性質があるとさきほどいいました。それはわた したち

にとって分か りにくい、身近にはない、縁遠い存在 という特異な性格です。ゆ

えに、兵器を作ると 「そんな危険なものを何のために作るのですか」 という問

い掛けがなされても不思議ではない。兵器を持 とうとす るなら、「何でそんな

ものを持たないといけないのですか」、「誰か傷つけたいのですか」 と問われて
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も仕方無いはずです。

兵器はほかの道具 と同じように、人が生み出した道具ですけれ ども、人の身

体や生命や財産を損なうということを主目的として、生み出された特殊な道具

です。一般的には、他者の身体 とか生命とか財産を脅かすようなことは正義だ

とは考えられ七いません。やむをえずそうせざるをえないことがあるというこ

とは、承認されているかもしれないけれども、なるべ くおたがいに、人は他者

の身体や生命や財産を損なわないほうがいいという考え方は世界で共通した正

義であろうと思います。 ところが、兵器はあからさまに正義に挑戦する道具な

わけです。人の身体、生命、財産を損なうことを主たる目的として作られてい

るわけです。だから、そういう兵器を保有 したり、作った り、売った り、買っ

た りする行為には、当然のことなが ら道徳的な問いというのが付 きまといま

す。「なぜそんなことをあなたはしなければいけないのですか」 「そんなものな

しで済まされないのですか」という問いは、あっても不思議ではあ りません。

したがって、兵器を保有し、製造 し、取 り引きする者は、この問いに対 して自

分を正当化 しなければいけない。あるいは、そもそもそういう問いが突 き付け

られないように、その問いを隠蔽 してしまおうとするで しょう。

この正当化 と隠蔽の論理構造が、実をいうと大事なことなのです。正当化や

問いの隠蔽ということをしないと、兵器はそんな簡単には広まりません。人の

目に触れるたびに、「何でそんなもの作るの」「何でそんなものを売るの」「何で

そんなものを買うの」 という問いがあちこちで突き付けられれば、みんなの目

に映って、目立つから、やはりそういうことはや りにくくな ります。特に民主

的な国だったら、 「何でそんなことに、た くさんの金を注ぎ込 まなければいけ

ないのか」 という話にも当然なるで しょう。 ところが、実際には、 こういう問

いに対して、自らを正当化 し、問いそのものを無力化する、そういう仕組みが

この世の中にはあるのです。

2.武 器移転に関与する者

そして、武器移転には受け手 と送 り手があ ります。 さきほど、大国も小国も

含めて軍備 とはほとんどが武器移転 に何 らかのかかわりを持って成 り立つのだ
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という話をいた しました。そうすると武器移転の受け手と送 り手というのを見

れば、何で武器は簡単に広まってい くのか ということを見るのに役に立つわけ

です。受け手 というのは、軍備や兵器、あるいはその技術を受け取 る側です。

送 り手 というのは、それを供給する側です。

受け手が軍備や兵器を欲しがるその理由は何か。それは端的にいって、武力

や軍備を保持 したいからです。なぜ武力や軍備を保持したいのかといえば、力

への欲求があるからです。力があれぼ、相手をねじ伏せた り、相手をたたきの

めした り、さらに実際に武器を使わなくても、その武器をちらつかせ るだけで

相手に譲歩を迫った り相手を従わせることができます。武器 というのは使わな

くても力があ ります。ですから、強盗は、実際に武器で人を傷っけたりしなく

ても、武器を見せることによって、金を出せ と人に要求することができるわけ

です。こういうカへの欲求があるから、受け手は武器を欲 しがるわけです。

送 り手の側にはどういう動機があるか。これは、二っあ ります。一つは、受

け手を自分の勢力圏内に置 きたい場合です。たとえば、や くざの親分が自分の

子分たちにピス トルを渡すでしょう。あるいは刃物を渡します。そうすると、

その子分は自分のまさに子分になるわけです。同じように、兵器を安い値段で

売ってあげた り、貸 してあげたりすれば、もらった方の国は供給国の勢力圏の

中に入ってきます。武器 というのはいったん入手した後 も、整備 ・修理や弾薬

の補給のために元の供給者 との関係を断ち切るのが難しいので、武器の送 り手

国は受け手国を自分の勢力圏に繋ぎ止めることができます。 このように、自分

の陣営の中に引き込みたいときや影響力を行使 したいときに、武器移転が発生

します。 もう一つ は、経済的な理由です。売って儲 ける。これは単純なこと

で、パン屋さんがパンを売るのと同じ話です。

更に、武器移転には仲介者 というのがあ ります。「死の商人」といわれる人た

ちです。この人たちの動機も、基本的には経済的な利益です。武器売買の取 り

引きを仲介することによって手数料を取ることができます。手数料は通常契約

額の2.5%と か5%と か という割合です。わずか2.5%ぐ らいでも、 もとの値段

が大きければ、 これは結構いい商売にな ります。武器って高いものは本当にす

ごく高いですから。日本の自衛隊の戦闘機 は、いろんな戦闘機がありますが、
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一 番 最 近 まで 製 造 して い た 国 産 のF-2の 調達 価 格 は
、 多 分 、1機120億 ぐ ら

い して い た の で は ない か と思 わ れ ます。 今 後 配 備 す る予 定 にな って い るF-35

で す と、 最 初 の2機 の取 得 価 格 が299億 円 との こ とで す 。 機 体 だ け で な く、 そ

の他 さ ま ざ ま な付 随 す る設 備 が あ ります か ら、 実 際 に は もの す ごい値 段 で す 。

1機 で150億 円 として も、2.5%な ら3億7500万 円、5%な ら7億5千 万 円 に も

な ります 。 手 数 料 だ けで これ ほ どの膨 大 な金 額 で すか ら、 当 然 、 武 器移 転 の仲

介 者 に とって は経 済 的 な利 益 とい うの が 一番 大 き な理 由で す 。 そ して 、 この 莫

大 な利 益 を得 るた め に、仲 介者 は何 をや るか とい う と、 混 乱 を あお り、 対 立 を

あ お り、 摩 擦 を生 み 出 し、 戦 争 の 方 向 に 人 々 や 国 を誘 導 す るわ けで す 。 そ うす

る と、 人 々 や 国 は武 器 が欲 し くな るの で す。 あ る い は、 あ る国 が 武 器 を 買 う こ

とを正 当化 で き ます 。 「死 の商 人 」とい うの は 、 自分 の経 済 的 利 益 の た め に、 こ

う い う こ とをや って きた わ けで す。

歴 史 的 に ほ とん どの 戦 争 は実 をい う と、 「自衛 の 戦 争 」、 「防衛 の戦 争 」として

始 ま って い ます 。 兵 器 の 製 造 も同 じな の で す。 兵 器 を入 手 し、 軍備 を整 え る と

き の理 屈 は何 か といい ます と、 「自 らを守 るた め」とい う こ とで す 。 周 りに強 大

な 国 が あ っ て わ が 国 を狙 って い るか ら、 正 当 な 防 衛 と して こ っ ち も軍 備 を 持

つ 。 あ る い は、 民 族 の 独 立 を維 持 す るた め に は兵 器 が 必 要 、 ナ シ ョナ リズ ム と

か 「国 益 」 とか の 理 屈 で 、 受 け手 は兵 器 が必 要 で あ る こ とを正 当化 す るわ けで

す。

み な さ ん ご存 じの よ う に ドイ ツ とい う国 は19世 紀 、 あ る い は20世 紀 の 前 半 に

さ ま ざ ま な戦 争 に関 わ って き ま した 。普 仏戦 争 も、第 一 次 大 戦 、 第 二 次 大 戦 い

ず れ も ドイ ツが 関 わ る形 で 勃 発 した戦 争 で す。 ドイ ッ と戦 争 とい うの は切 っ て

も切 れ な い関 係 が あ ります 。 まだ 、 その ドイ ッ とい う国が なか った 頃 で す が 、

1807年 にJ.G.フ ィ ヒテ とい うベ ル リ ン大 学 の教 授 が 『ドイ ツ国 民 に告 ぐ』とい う

有 名 な演 説 を した こ とが あ りま した 。 これ が 「ドイ ツ人 」 とい う国 民 意 識 の形

成 され る 出発 点 に な ります 。 また 、 ドイ ツの事 実 上 の 国歌 とな る 『ライ ンの護

り』 とい う歌 が で きた の は1854年 で す が 、 これ も まだ ドイ ツ とい う国 が で き る

前 で す 。 これ は あか ら さ ま に 自衛 の 歌 で す。 誰 か ら守 るのか とい え ば、 基本 的

に は フ ラ ンス で す 。 ラ イ ン河 の 向 こ う側 の フ ラ ンス か ら自 らを守 るた め に、 自
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分たちは国民にならなければいけない、歌を歌って団結 しなくてはならないと

いう具合に、 「自衛」とか 「民族独立」の雰囲気が先にあって、その中で、 ドイ

ツ帝国は1871年 にできますけれども、 ドイツ帝国の形成 とい うのは自衛の論理

で正当化 されるわけです。そうして軍隊を持ち、軍拡を続けます。第一次世界

大戦で負けて軍備を禁止されるけれども、ベルサイユ期にも秘密の兵器開発を

します。ナチスが勢力を伸 ばしてきて、そしてナチス政権 によって再軍備が

1935年 に始ま ります。 このどの過程も、 ドイツは、それを全部自衛の論理で正

当化 してきました。その過程で、軍備 を一貫 して維持 し続け、軍備を増強 して

きたのです。他の国も軍備や軍拡を正当化する理屈は例外なく 「自衛」や 「独

立」です。

3.道 徳的な問いの無力化

このように して、受け手の側に突 き付けられる道徳的な問いを無力化する

一 「なぜ兵器なんか必要なのですか」「なぜ高いお金かけてそんな物騒なもの

を並べなければいけないのですか」という問いを押 しとどめる一 ために使

う最大の理屈は自衛や防衛です。送 り手や仲介者の側は、それをひっくり返せ

ばいいわけです。政治的、倫理的に正当化するためには、弱 くて周 りか ら攻め

られている国の自衛や独立を支援するため、不当な圧迫か ら解放するのをサ

ポー トするために兵器を供給するのだ と、そういう理屈を作 ることができま

す。それから経済的に正当化するためには、取 り引きの自由、経済的な取 り引

きは政治的な圧迫、政府の介入か ら自由でなければいけないといった取 り引き

の自由という理屈を持ち出してきたこともあります。

ところが、第一次世界大戦の後、このような道徳的な問いを無力化する理屈

のあり方に大きな変化があ りました。第一次大戦前には基本的にはナショナリ

ズムや自衛論で正当化されたため、兵器への道徳的な問いそのものがほとんど

成立 しませんでした。国家が国家であるためには、兵器を保持 して軍備を整え

るのが当た り前で、相手の国が強 くなったら、それに対応 してこっちも強 くな

らなくてはいけないというのが当然のことであるかのように、第一次大戦まで

は考えられてきました。そうして、第一次大戦に向かって、世界の多 くの国々
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が猛烈な軍拡を始めました。 ところが第一次大戦が終わると 「死の商人」批判

とかいろいろな種類の平和思想が始 まって軍縮もある程度は進みます。そうい

うふ うにして第一次大戦後 には、兵器に対する道徳的な問いを無力化するのが

すごく難 しい時期というのがあって、むしろ兵器なんて持たないほうがいいの

だ という考え方が非常に強かった時期 というのが、第一次大戦後の1920年 代 ぐ

らいにはあ りましたが、これは長続きしなかったのです。1930年 に大恐慌が起

きて、政治や経済や世論が国ごとにそれぞれに、再び軍事化することによっ

て、兵器に対する道徳的な聞いとい うのは再び隠蔽されてしまい、あるいは道

徳的な問いに対 して、やはり兵器は必要なのだ、兵器は配備 しなければいけな

いというふうな仕方で正当化が進んでいったわけです。

IV武 器貿易条約交渉

1.武 器貿易条約の基本的な考え方

最後に武器貿易条約(ATT)の 話をします。世界の多 くの国々だけでなく、

さまざまな市民団体がそれぞれ この武器貿易条約に真剣に取 り組んできまし

た。なぜなら、そこには非常に真っ当な考え方が含まれているからなのです。

人道的な観点から問題がある場合には武器貿易はできないようにしようという

のが武器貿易条約の基本的な発想です。さもないと、アフリカや中南米の平和

的な発展が損なわれ、少年兵が生まれて しまう。そして、2006年 に国連で武器

貿易条約に関する決議 というのをしてから、実際に、武器貿易条約を作るため

の議論が粘 り強 く進んできました。実は今[2012年7月] 、ニューヨークの国連

の本部で、まさにこの武器貿易条約を巡 る最終盤の交渉が行われています。 と

ころが、全 く予断を許しません。7月2日 に予定通 りには交渉が始 まらなかっ

たのです。なぜ始まらなかったのか というと、交渉の入 り口のところでパレス

チナをその交渉に入れるか入れないか という点で、アメリカとイスラエルが強

烈に反対 して、なかなか うまくまとまらなかったからです。実際に本交渉が始

まったのは、2日 遅れた7月4日 でした。4日 に始 まった後も、いろんな問題

が次々 と紛糾 して、全然議論は進んでいないというのが現状です。
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つまり、武器貿易条約の基本的な考え方には、表向きみんな賛成 しているの

です。反対する人はいないと思います。人道的に問題のある兵器は規制 したほ

うがいい。それに正面から反対する人 も国もいないのですが、各論で足を引っ

張って骨抜きにしようとする国があるのです。そのため、実際に、今月中が会

期ですけれども、会期中に武器貿易条約の調印まで、少な くとも調印できる条

約案ができるところまで行 くか どうかは疑問です。できたとしても、骨抜きの

ほとんど意味のないものになって しまうという可能性が非常に高いで しょう

[この講演の後、武器貿易条約交渉の最終日7月27日 に、条約案の採択 にいた

らずに、交渉は打ち切 られました]。

それ くらいに、一般論 としては誰も反対しないのに、各論になると、武器貿

易をしたい人たちがたくさんいるのです。初めから一貫 してこの武器貿易条約

に反対してきたのは誰か というと、大国のアメリカ、ロシア、中国です。これ

らの国々が常に反対勢力 ・消極勢力だったのです。そういう世の中で、一般論

としては、武器は広が らないほうがいいという議論は、みんなそうだ というの

ですが、実際にはどんどん広がっているという現状があります。武器貿易条約

に関して、いろいろ知 りたい方は、以下のサイ トをご覧になって下さい。

「武器 と市民社会」研究会:http://aacs .blog44.fc2.com/

むすびにかえて

最 後 に 申 し上 げた い の は、 す で に繰 り返 して 申 し上 げて きた こ とで す が、 兵

器 か ら 目 を そ ら して は い け な い とい う こ とで す。 も う1っ は、 軍 拡 とか 軍 備

(armament)に 対 して 軍縮(disarmament)と い う理 想 が あ り ます。 や っ ぱ

り軍 縮 は した ほ うが い い の だ、 とい う理 想 が あ ります 。 そ の理 想 に対 応 して 、

武 器 移 転(armstransfer)に 対 して 「非 武器 移 転 」、 これ は わ た しの造 語 で す

が 、"dis-arms-transfer"と い う理想 を 唱 え て も良 い ので は ない か と思 い ます。

や は り武 器 移 転 そ の もの もな るべ くな い ほ うが 良 い 、 そ うすれ ば、 世 の 中 は軍

縮 の ほ うに 向 か っ て進 ん で い くはず だ とい う理想 で す 。武 器 移 転 は正 当 な る商

売 な の だ とか 、 あ るい は武 器 を買 う、 保 持 す るの は 自衛 権 な ん だか ら と、 そ う
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い う理 屈 を認 め るの で はな くて 、や は りな るべ く武 器 移 転 はな い ほ うが い い と

い う理 想 を唱 えて もい いの で は な い か と考 え て い ます 。 い ま、 武器 貿易 条 約 交

渉 の 困 難 な現 状 を話 した よ うに 、現 実 は もの す ご く道 は険 しい で す 。 な か な か

武 器 はな くな らな い し、 武器 を売 りた い人 、 買 いた い 人 は、世 の 中 か ら減 らな

い 。 しか し、 や は り絶 望 して は い け な い の で す。 武 器 に対 す る道 徳 的 な 問 い

は、 捨 て る必 要 は な い 。 武 器 は ど こか お か し い とい うふ う に考 え るの で あ れ

ば、 や は り理 想 は 捨 て るべ きで は な い し、 今 で き る こ とをや は りや るべ きな の

だ ろ う と、 わ た しは そ うい うふ うに考 えて い ます 。御 清聴 、 あ りが と う ござ い

ま した 。(拍 手)
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